
　　

総
合
計
画
は
市
の
行
政
運
営
、
ま
ち

づ
く
り
の
長
期
的
な
展
望
を
示
す
も
の

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
雇
用
促
進
と
子

育
て
支
援
を
重
点
に
、
意
見
を
聞
き
進

め
る
。

　　

各
分
野
の
代
表
の
総
合
計
画
審
議
会

を
設
置
し
、
基
本
構
想
起
草
委
員
会
を

中
心
に
各
委
員
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
を
得
て
市
議
会
に
提
案
す
る
。

　　

次
期
総
合
計
画
は
市
民
に
分
か
り
や

す
い
計
画
書
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　　
ひ
と
（
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
）
響
き
あ
う
宝
島
、

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
と
い
う
ロ
ー
マ
字
が
合
併
自

治
体
の
頭
文
字
に
な
っ
て
お
り
、
平
戸

の
飛
躍
に
繋
が
る
イ
メ
ー
ジ
を
加
味
し
、

第
２
次
に
ふ
さ
わ
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
に

改
め
た
い
。

　　

総
合
計
画
は
全
て
を
網
羅
し
た
も
の

で
あ
る
が
市
民
や
子
ど
も
・
中
高
生
が

興
味
を
も
ち
手
に
取
っ
て
見
て
も
ら
え

る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
。

　　

合
併
し
て
10
年
、
合
併
特
例
債
の
活

用
や
地
方
交
付
税
等
の
財
政
運
営
を
今

後
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　　

本
市
の
特
例
債
発
行
限
度
額
は
１
９

１
億
２
千
９
４
０
万
円
で
約
80
％
発
行

し
、
す
で
に
半
分
は
繰
り
上
げ
償
還
を

し
て
い
る
。
交
付
税
は
人
口
の
算
入
率

が
一
番
大
き
く
、
こ
れ
か
ら
更
に
人
口

減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
財
政
運
営

は
楽
観
で
き
な
い
厳
し
い
状
況
に
な
る
。

　　
（
仮
称
）
平
戸
市
産
業
振
興
公
社
設

立
に
向
け
た
検
証
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　　

農
業
部
門
の
公
社
８
カ
所
の
検
証
で

新
規
就
農
者
を
増
や
す
取
り
組
み
は
、

行
政
・
農
協
だ
け
で
な
く
生
産
者
が
中

心
に
な
っ
て
行
な
っ
て
い
た
。
検
証
の

結
果
、
法
人
化
が
良
い
の
か
行
政
直
営

で
行
う
の
か
結
論
に
至
っ
て
い
な
い
。

　　

企
業
誘
致
や
物
産
振
興
は
民
間
が
相

手
で
あ
り
、
民
間
に
近
い
団
体
が
良
い

と
思
う
。

　

平
戸
の
魅
力
が
発
信
で
き
る
組
織
体

制
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　

　

平
成
26
年
か
ら
度
島
地
区
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
を
始
め
て
い
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
は
島
内
に
こ
れ
ま
で
も
公
共
交

通
が
な
く
念
願
で
島
民
が
走
ら
せ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
事
業
は
、
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
か
ら
外
し
て
予
算
を
つ
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　　

離
島
活
性
化
基
金
な
ど
も
あ
り
、
支

援
策
を
研
究
し
た
い
。

　　

小
学
校
区
単
位
で
で
き
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
組
織
は
今
後
、
隣
接
組
織
と
統

合
す
る
時
に
事
務
費
支
給
が
減
額
さ
れ

る
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
と
考
え
る
が
。

　

校
区
統
合
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
も

出
て
く
る
。
事
業
費
に
特
別
加
算
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
市
民
の
意
見
を
聞
き

今
年
度
中
に
方
向
を
出
し
た
い
。

　　

本
条
例
会
議
規
則
に
は
、
市
長
が
委

員
を
委
嘱
任
命
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
３

年
目
目
前
に
な
っ
て
も
委
嘱
さ
れ
て
い
な

い
が
、早
急
に
組
織
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　

新
た
な
メ
ン
バ
ー
も
検
討
し
正
式
な

委
嘱
状
を
交
付
し
た
い
。

　　
こ
れ
ま
で
と
現
在
の
国
保
運
営
状
況

は
ど
う
か
。

　　

こ
こ
５
年
は
国
保
基
金
が
８
億
円
弱

あ
り
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
基

金
を
使
い
税
率
の
引
上
げ
を
し
て
い
な

い
が
、
今
年
度
で
基
金
残
が
数
千
万
円

と
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
。

　　

医
療
費
の
増
加
や
被
保
険
者
の
減
少

は
一
時
的
な
問
題
で
は
な
く
、
基
金
運

用
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今

後
の
国
保
税
の
負
担
の
激
変
は
避
け
る

べ
き
で
あ
る
。

　　

保
険
税
の
大
幅
な
見
直
し
に
な
る
場

合
は
十
分
検
討
す
る
。

　

大
島
・
度
島
・
平
戸
島
の
北
東
部
が

30
キ
ロ
圏
内
に
入
り
玄
海
原
発
事
故
時

に
フ
ェ
リ
ー
等
の
船
舶
と
平
戸
大
橋
か

ら
陸
路
で
避
難
す
る
計
画
だ
。
地
震
や

放
射
性
物
質
の
飛
散
で
平
戸
大
橋
が
使

え
ず
海
路
避
難
が
困
難
な
場
合
の
対
策

が
良
く
見
え
な
い
。
平
戸
島
は
北
北
東

の
風
が
年
間
１
千
５
０
０
回
も
吹
き
、

30
キ
ロ
圏
内
は
お
ろ
か
全
島
避
難
の
最

悪
事
態
も
想
定
し
海
路
避
難
等
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
国
民
保
護
法
は

放
射
性
物
質
の
放
出
災
害
も
対
象
。
平

戸
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
に
原
発
事

故
対
策
を
入
れ
災
害
対
策
基
本
計
画
と

併
せ
た
避
難
対
策
の
確
立
を
図
れ
。

　

平
戸
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
に
原

発
事
故
対
策
も
加
え
る
。
稼
働
許
認
可

は
国
に
あ
り
平
戸
市
は
そ
の
任
を
持
た

な
い
、
国
・
九
電
に
徹
底
し
た
安
全
対

策
と
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
要
請
す
る
。

　　

30
キ
ロ
圏
内
は
海
上
ル
ー
ト
（
フ
ェ

リ
ー
海
上
タ
ク
シ
ー
等
）
と
平
戸
大
橋

陸
路
ル
ー
ト
。
平
戸
大
橋
不
通
時
は
川

内
・
志
々
伎
港
か
ら
自
衛
隊
や
海
上
保

安
庁
の
大
型
船
舶
の
派
遣
を
要
請
し
全

島
避
難
を
速
や
か
に
行
い
、
放
射
線
測

定
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
を
提
供
す

る
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
施
設
入

居
者
、
病
院
患
者
等
避
難
支
援
車
両
や

要
員
確
保
と
自
力
移
動
困
難
な
在
宅
高

齢
者
や
障
害
者
対
策
は
県
が
主
体
で
対

策
支
援
し
国
・
九
電
の
責
任
で
車
両
や

要
員
確
保
を
要
請
し
て
い
く
。

　　

外
敵
侵
攻
対
処
は
万
全
か
。

　　

国
防
は
国
の
責
任
で
対
応
し
、
平
戸

市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
に
よ
り
避
難

す
る
。

　　

全
人
的
統
合
医
療
と
は
何
か
？

　　

近
代
西
洋
医
学
と
補
完
代
替
療
法
や

伝
統
医
学
等
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
療

法
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
　

　

病
院
完
結
型
医
療
か
ら
地
域
完
結
型

包
括
ケ
ア
へ
の
転
換
と
し
て
全
人
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
統
合
医
療
の
見
解
は
？

　　

新
た
な
医
療
体
制
で
あ
り
今
後
の
推

移
に
注
視
し
検
討
す
る
。

　

生
月
町
最
終
処
分
場
で
今
回
災
害
が

生
じ
、
工
事
に
膨
大
な
費
用
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
近
隣
ま
で
地
す
べ
り
地
域

が
あ
る
と
の
事
だ
が
、
建
設
時
か
ら
完

全
な
事
業
で
あ
っ
た
の
か
。

　　

こ
の
地
域
は
、
昭
和
43
年
３
月
に
地

す
べ
り
指
定
さ
れ
、
施
設
一
帯
が
岩
質

土
や
軟
岩
等
の
軟
弱
な
地
質
で
あ
っ
た

た
め
地
質
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果

地
す
べ
り
対
策
と
し
て
処
分
場
本
体
の

上
部
に
９
本
の
横
穴
ボ
ー
リ
ン
グ
工
を

実
施
し
水
抜
き
を
行
い
、
本
体
の
基
礎

杭
と
は
別
に
本
体
の
底
に
26
本
の
杭
を

打
つ
な
ど
地
す
べ
り
対
策
を
行
な
っ
た
。

　　

十
分
な
対
策
を
し
た
施
設
で
、
な
ぜ

災
害
が
起
き
た
の
か
。
ま
た
、
維
持
管

理
に
不
備
は
な
か
っ
た
の
か
。

　　

６
月
の
豪
雨
に
よ
り
地
盤
が
沈
下
し
、

そ
の
後
９
月
の
豪
雨
に
よ
り
更
に
地
盤

が
沈
下
し
た
。
初
期
の
時
点
で
あ
る
程

度
の
対
策
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

施
設
の
建
設
費
用
に
つ
い
て
も
合
併

特
例
債
を
利
用
し
て
い
れ
ば
、
約
２
億

円
の
経
費
を
軽
減
で
き
た
。

　

今
回
の
災
害
費
用
の
約
１
億
円
と
合

わ
せ
３
億
円
が
余
分
な
経
費
で
あ
り
、

平
戸
市
に
負
担
の
少
な
い
方
法
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
現
状
の
中
で
今

後
、
飛
灰
（
焼
却
後
の
ゴ
ミ
）
の
搬
入

が
無
条
件
で
利
用
で
き
る
の
か
。

　　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
、
市
民
の
共

有
財
産
と
い
う
認
識
に
立
つ
と
大
事
な

施
設
で
あ
る
。
今
後
の
環
境
保
全
に
も

責
任
を
も
っ
て
交
渉
協
議
に
臨
む
。

　　

火
葬
場
使
用
料
は
、
合
併
後
４
年
以

内
に
統
一
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
現
在

も
生
月
５
千
円
、
田
平
・
大
島
１
万
円
、

平
戸
１
万
５
千
円
で
あ
る
。
使
用
料
統

一
の
た
め
、
平
戸
を
５
千
円
減
額
し
、

生
月
に
激
変
緩
和
策
と
し
て
５
千
円
助

成
す
る
と
い
っ
た
考
え
方
も
必
要
で
は
な

い
か
。

　　

田
平
地
区
の
現
在
の
補
助
制
度
が
な

く
な
る
平
成
30
年
度
が
統
一
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
と
考
え
る
。
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●
次
期
平
戸
市
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
は　

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
予
算
配
分
の
考
え
方
を
問
う　

●
中
小
企
業
振
興
条
例
を
制
定
し
て
３
年
目
に
入
る
前

　

に
組
織
構
築
を
求
め
る　

●
国
民
健
康
保
険
を
安
定
運
営
さ
せ
る
た
め
に　

●
玄
海
原
発
再
稼
働
に
平
戸
市
の
対
応
を
質
す　

●
生
月
町
最
終
処
分
場
の
現
状
は　

●
火
葬
場
使
用
料
の
統
一
化
は　


